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　宮城県以南の日当たりのよい山地に分布する
常緑低木。庭木や盆栽として植えられる。葉は
枝先に集まって付く。早春、枝先に白いつぼ
型の小さな花をたくさん付ける。名前の由来
は、枝や葉に有毒成分があり、馬や牛が食べる
と酔ったようになり脚に力が入らないことから

「足
あしじひ

癈」と呼ばれ、「アセビ」に変わったという
説がある。漢名の「馬

あ せ び

酔木」もその由来による。

協力＝瓜生勝朗  市文化財保護委員（植物分野）

アセビ

◀
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

発行・舞鶴市（〒625-8555京都府舞鶴市字北吸1044、☎62・2300）　編集・秘書課広報広聴係（☎66・1041、ＦＡＸ62・7951）

▪
転
出
届　

転
出
予
定
日
の

14
日
前
か
ら
市
民
課
、
西
支

所
市
民
・
年
金
係
、
加
佐
分

【引っ越し時に必要な手続きと窓口】

手続きの内容 窓　口

転出・転入
の届け出

市民課（☎ 66・1001）
西支所市民・年金係（☎ 77・2252）
加佐分室（☎ 83・0014）

国民年金 市民相談課（☎ 66・1004）
西支所市民・年金係  （☎ 77・2257）

国民健康保険 保険医療課（☎ 66・1003）
西支所保健福祉係（☎ 77・2253）

後期高齢者医療、
福祉医療（老人・

障害者・母子・父子・
子育て支援）

保険医療課（☎ 66・1075）
西支所保健福祉係（☎ 77・2253）

介護保険 介護保険課（☎ 66・1013）
西支所保健福祉係（☎ 77・2253）

障害者
手帳

18 歳
以上

高齢・障害福祉課
  　  （☎ 66・1033、ＦＡＸ 62・7957）
西支所保健福祉係
    　（☎ 77・2253、ＦＡＸ 77・1800）

18 歳
未満

子ども支援課
   　 （☎ 66・1094、ＦＡＸ 62・7957）
西支所保健福祉係
    　（☎ 77・2253、ＦＡＸ 77・1800）

子ども手当、
（特別）児童扶養手当

子ども支援課   （☎ 66・1094）
西支所保健福祉係 ( ☎ 77・2253）

ごみ・し尿の収集、
犬の登録変更 生活環境課（☎ 66・1005）

水道の使用
開始・休止

水道部業務課（☎ 62・1632）
西水道係（☎ 75・2259）

バイク（125cc
以下）の登録変更

税務課（☎ 66・1026）
西支所税務・納税係（☎ 77・2256）

小・中学校の転校 学校教育課（☎ 66・1072）

　

平
成
23
年
10
月
の
子
ど
も
手

当
の
制
度
変
更
に
伴
い
、
23
年

10
月
以
降
の
子
ど
も
手
当
を
受

給
す
る
に
は
、
改
め
て
認
定
請

求
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。
10
月
１
日
現
在
で
受
給
資

格
が
あ
る
人
に
は
認
定
請
求
書

を
す
で
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

24
年
３
月
30
日
（
金
）
ま
で
に

認
定
請
求
手
続
き
を
す
れ
ば
、

23
年
10
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な
い
人

は
早
め
の
手
続
き
を
（
郵
送
の

場
合
は
３
月
31
日
（
土
）
消
印

有
効
）。
※
期
日
を
超
え
る
と
10

月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
受
給
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▪
支
給
額
（
１
人
当
た
り
の
月

額
）　

❖
０
～
２
歳
…
１
万
５
，

０
０
０
円
❖
３
歳
～
小
学
生

　

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
２

月
19
日
、
地
震
や
原
子
力
発
電

所
の
事
故
を
想
定
し
た
複
合
災

害
避
難
訓
練
を
舞
鶴
市
で
実
施

し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
府
が
主
催
し
、
市
や

海
上
自
衛
隊
、
陸
上
自
衛
隊
、

舞
鶴
警
察
署
、
府
緊
急
災
害
医

療
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
な
ど

の
関
係
機
関
の
ほ
か
、
関
西
電

力
㈱
高
浜
原
子
力
発
電
所
か
ら

５
㌔
圏
内
に
入
る
松
尾
・
杉
山

地
区
の
住
民
な
ど
約
３
７
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、「
府
北
部
を
震

源
と
す
る
地
震
が
発
生
し
、

舞
鶴
市
で
震
度
６
強
を
観
測
。

高
浜
原
子
力
発
電
所
で
事
故

が
発
生
し
た
」
と
の
想
定
の

も
と
、
松
尾
・
杉
山
地
区
に
、

防
災
行
政
無
線
で
事
故
の
発

生
と
避
難
指
示
を
市
が
発
信
。

集
ま
っ
た
住
民
が
海
上
自
衛

隊
・
陸
上
自
衛
隊
の
車
両
と

救
急
車
両
で
一
次
避
難
所
の

朝
来
小
に
避
難
し
ま
し
た
。

　

朝
来
小
で
は
、
中
丹
東
保

健
所
職
員
と
陸
上
自
衛
隊
員

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
る
住
民
（
上
＝
朝
来
小
）、
入
院

患
者
の
搬
出
訓
練
を
実
施
す
る
府
緊
急
災
害
医
療
チ
ー
ム

（
右
＝
舞
鶴
市
民
病
院
）

陸上自衛隊の車両で朝来小へ避難する杉山地区の住民陸上自衛隊の車両で朝来小へ避難する杉山地区の住民

市
内
の
学
生
は
入
館
料
が
無
料
に

引
揚
記
念
館
を
市
直
営
へ

４月１日
から

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日

現
在
で
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
な

ど
を
所
有
し
て
い
る
人
に
課
税

さ
れ
ま
す
。
廃
車
や
所
有
者
の

変
更
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
忘

れ
ず
に
届
け
出
を
。
届
け
出
が

４
月
２
日
以
降
に
な
る
と
１
年

分
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
（
月
割
り
に
よ
る
還

付
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
手
続
き
は

車
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、

税
務
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
を
。

《
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
も
納
付
で
き
ま
す
》

　

４
月
中
旬
に
平
成
24
年
度
軽

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を
送

付
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
金
融

機
関
で
の
納
付
に
加
え
、
近
畿

２
府
４
県
の
郵
便
局
の
窓
口
と

全
国
の
提
携
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
（
納
税
通
知
書
の
裏
面

に
記
載
）
で
も
納
付
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
同
課
（
☎
66
・

１
０
２
６
）
へ
。

に
よ
り
避
難
者
の
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
（
放
射
性
物
質
に
よ
る

身
体
汚
染
の
検
査
）
訓
練
を

実
施
し
た
ほ
か
、
陸
上
自
衛

隊
員
に
よ
り
被
ば
く
し
た
人

や
車
両
の
除
染
作
業
を
実
演
。

京
都
大
学
原
子
炉
実
験
所
が

開
発
し
た
Ｋク

ラ

マ

Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ａ
（
Ｇ

Ｐ
Ｓ
（
衛
生
利
用
測
位
シ
ス

テ
ム
）
連
動
型
放
射
線
自
動

計
測
シ
ス
テ
ム
）
を
初
め
て

使
用
し
、
市
内
の
放
射
能
測

定
訓
練
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
舞
鶴
市
民
病
院
で

は
、
府
緊
急
災
害
医
療
チ
ー

ム
の
指
揮
の
も
と
、
海
上
自

衛
隊
員
や
陸
上
自
衛
隊
員
、

市
消
防
職
員
、
同
病
院
職
員

な
ど
が
入
院
患
者
の
搬
出
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

原発５㌔圏内の住民らが参加

複合災害を想定し避難訓練

67

引
っ
越
し
の
手
続
き
は
お
早
め
に

転
出
・
転
入
届
な
ど

軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
な
ど

廃
車
・
変
更
届
を
忘
れ
ず
に

室
で
受
け
付
け
。
郵
送
に
よ
る

届
け
出
も
で
き
ま
す
。

▪
転
入
届　

転
入
か
ら
14
日
以

内
に
前
住
所
の
市
区
町
村
役
場

が
発
行
す
る
転
出
証
明
書
を
持

っ
て
市
民
課
か
西
支
所
市
民
・

年
金
係
、
加
佐
分
室
に
届
け
出

を
。
郵
送
に
よ
る
届
け
出
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

い
ず
れ
も
本
人
確
認
の
た
め
、

運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明

書
が
必
要
。
本
人
が
窓
口
に
来

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

代
理
人
に
よ
る
届
け
出
が
で
き

ま
す
（
委
任
状
と
代
理
人
の
身

分
証
明
書
が
必
要
）。

▪
そ
の
他
の
届
け
出　

国
民
健

康
保
険
や
福
祉
医
療
、
水
道
の

使
用
開
始
・
休
止
な
ど
の
手
続

き
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

上
表
の
窓
口
で
手
続
き
・
相
談

を
。
転
出
・
転
入
手
続
き
の
情

報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

変更前 変更後

入館料 大人 300 円、学生
150 円

大人 300 円、学生 150
円（ただし、市内在住
か在学の学生は無料）

開館時間 ９時～ 17 時 30 分
（入館は17時まで）

９時～ 17 時（入館は
16 時 30 分まで）

休館日 年末年始 年末年始と毎月第３木
曜日（８月と祝日を除く）

　

市
が
主
体
的
・
継
続
的
に
引

き
揚
げ
の
史
実
や
平
和
の
尊
さ

を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
、

引
揚
記
念
館
の
管
理
・
運
営
を

４
月
１
日
か
ら
指
定
管
理
者
か

ら
市
の
直
営
へ
移
行
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
下
表
の
と
お
り

市
内
在
住
か
在
学
の
学
生
は
入

館
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
同
館
の
開
館
時
間
と
休
館

日
を
変
更
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、企
画
政
策
課
（
☎

66
・
１
０
４
２
）
へ
。

…
１
万
円
（
第
３
子
以
降
は

１
万
５
，
０
０
０
円
）
❖
中
学

生
…
１
万
円

　

詳
し
く
は
、
子
ど
も
支
援

課
（
☎
66
・
１
０
９
４
）
か
西

支
所
保
健
福
祉
係
（
☎
77
・

２
２
５
３
）
へ
。

子ども手当の認定請求

まだの人は早めの手続きを


